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1. はじめに

人生の中で、最も高額な買い物は何だろうか。住宅は当然のことながら、住宅ローン、生
命保険だという考え方もあるだろう。しかし、一般的に、「物」として住宅に次ぐ高額な買
い物は、自動車ではないだろうか。
この二つの商品に共通することは、高額であることと、その選択が経済状況を含めた生活
や価値観を色濃く反映するものであるということである。５人家族の場合と、２人家族で共
働きの場合では自動車の選択にも、住宅の選択にも差異が生じるであろう。そこで、本論で
は、アンケートを基にして、自動車周辺の生活（カーライフ）と分譲住宅における生活の間
にある関係性を明らかにしていきたい。
アンケートは、京浜、中部、京阪神エリアにおいて、分譲一戸建てを購入した２９４名に
対し、株式会社インテージを通じて「Yahoo!リサーチ」のフレームで依頼し、２３１名の回
答を得ている。

2.自動車の所有形態とライフスタイルの関係

まず、分譲住宅購入者の自動車の所有形態を分析した。ここでは所有台数と、所有してい
る自動車の排気量に着眼した。１台目の自動車の排気量と２台目の自動車の排気量のクロス
集計を行い、下図を得た。

表１所有自動車の排気量による分類
自動車を２台所有している世帯は２９．９％（６９世帯）、１台のみ所有している世帯は

７０．１％（１６２世帯）であった。
この中でも最も割合が大きいのは「１８０１cc～２０００cc」の自動車を１台のみ所有

している世帯で全体の19.0％（44世帯）であった。それ以外の項目における最も大きい割
合が「２００１cc～２１００cc」の自動車を１台のみ所有している世帯の10.3％（２４世



帯）であることと比較しても極端に大きい。
つぎに、この最も大きい「１８０１cc～２０００ccを１台所有」のセルを中心として、

表を分割した。それぞれのエリアの総数が表２である。

表２自動車所有形態別サンプル数
「～１８００ccとそれ以外の２台所有（①とする）」、「～１８００ccを１台のみ所有（②

とする）」、「１８０１cc～２０００ccを１台のみ所有（③とする）」、「２００１cc以上及び
ロータリー車を１台のみ所有（④とする）」の４エリアで全体の91.7％を網羅する。この４
エリアが分譲住宅購入者の自動車所有形態における典型と言えるだろう。
分譲住宅購入者の自動車所有形態は、「１８０１cc～２０００cc」の自動車を一台所有す

ることが大きな主流であり、これ以外の所有形態をとることは、何らかの要因が購入判断に
影響していると推測できる。この要因を、本論では「ライフスタイル」であると仮定したい。

図１自動車所有形態別回答割合（Q４７）
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図２自動車所有形態別回答割合（Q４８）

表３アンケート質問項目
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次に、アンケートにおける質問事項のうち、「住まいに関する考え方」及び「生活観やラ
イフスタイル」に関するものの集計を、自動車の所有形態別に行った。上図は、５％以上の
有意な差異が現れたものを抜き出したグラフである。

2-1.所有形態別傾向
多くの項目において、自動車の所有形態別に明確な差が生じた。自動車の所有形態はライ
フスタイルを計る尺度となり得そうである。以下は、自動車の所有形態別に読み取られたラ
イフスタイルの概要である。
はじめに、「①」である。この所有形態以外の３形態と比較して、「住まいはライフステー
ジに応じて買い替えていった方がいいと思う」「住まいの維持・管理はできる限り自分でや
りたい」「結婚するしないに関わらず女性も仕事をもつべきだ」の項目において合致する割
合が低い。住まいの買い換えや、維持管理など、住まいと生活の関わりに関して消極的であ
る傾向が見られる。また、「女性は家事をするべきだ」というような前時代的な保守的傾向
も見られる。
次に、「②」であるが、この所有形態と他の所有形態と差異が大きい項目は「最先端の住

宅設備にこだわりたい」「充実した生活を送るためには出費が増えても構わない」「新しいも
のをどんどん取り入れて生活を変えていきたい」「結婚という制度にとらわれたくない」「欲
しいものは多少無理をしても手に入れたい」といった項目で、これらは合致する割合が少な
い。「最先端」「充実した生活」「新しいもの」「欲しいもの」といったものを慎重に検討し、
短絡的に飛びつくことをしない傾向にあるようだ。
次に、「③」であるが、この所有形態における特徴的な点は、「家族とはいえプライバシー
は守られるべきだ」「社会のルールや既成概念にあまりとらわれたくない」で合致が少ない
点と、「住まいと住む人の健康は関係が深いと思う」「注文住宅は自分の好みの家が建てられ
るのでよいと思う」「自分を表現できる仕事をしていきたい」「近隣に人間関係を良好に保つ
ために協力できることはする」「夫婦別の寝室の方がいい」で合致する割合が大きい点であ
る。自己を表現することを求める傾向があるのと同時に、近隣の人間関係を重視する傾向も
ある。
最後に、「④」である。この所有形態において特徴的な点は、「住宅やインテリアに関する
知識が豊富なほうだ」「近隣との付き合いにはストレスを感じる」に強く合致する傾向があ
る点である。知識が豊富であることを自覚しているが、人間関係は上手ではないという、い
わば、「オタク」のような傾向が読み取れる。

2-2.共通した傾向からの解読
次に、４つの所有形態のそれぞれ１対１に共通して傾向が読み取れる項目を整理した。４
つの事象の組み合わせは６種類であるが、共通した傾向が読み取れる組み合わせは４つであ
り、「①、②」、「③、④」、「①、④」と「②、③」の組み合わせにおいてそれぞれの間に共
通した傾向が読み取れた。以下は概要である。
まず、「①、②」における共通した傾向である。「家族の顔がいつも見えるような開放的な
家がよい」には合致する割合が高く、「家に友人、親戚を招くことが多い」「インターネット
ショッピングを利用する機会が多い」「結婚してもうまくいかないことが分かったら離婚し
たほうがいい」で合致の割合が低かった。これは、コミュニケーションの方向性が家族や配
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偶者等の「住宅の内側」に偏る傾向と言える。一方、「③、④」は全く正反対の傾向が読み
取れた。友人やネット、夫婦の関係すらオープンに考える、コミュニケーションが「住宅の
外側」に偏る傾向と言える。
次に、「①、④」であるが、「二世帯同居に賛成」「家事は家族で分担すべきだ」「経済的に
豊かな生活がしたい」「人に評価される仕事がしたい」「一人の時間を大切にしたい」におい
て合致する割合が少ない。核家族の標準的な形式が念頭にあり、これを守る傾向が強いと言
える。一方、「②、③」では正反対の傾向であった。核家族の形式にこだわらず、合理的に
家族の形態を作ろうとする傾向と言える。

図３自動車所有形態のライフスタイル

3.ライフスタイルと求められる住宅像

2-1.及び2-2.において、個々のライフスタイルの傾向と、共通する項目とをアンケート結
果において指摘した。個々のライフスタイルはこれらの組み合わせによって導かれ、住宅計
画を立案する際の大きなヒントとなる。以下は、それぞれのライフスタイルと求められる住
宅の条件である。
まず、「①」であるが、住まいに関して消極的であり、コミュニケーションは内向的であ

り、家族の認識は形式的である。こうしたライフスタイルであれば、住宅計画はステレオタ
イプから大きく外れないことが前提となり、nLDKを基本とした構成が行われるべきだろう。
外観も奇抜なものは避けられるべきである。子供室は明確に人数分用意されるべきであり、
内向的な家族コミュニケーションをイメージさせる、リビングアップ階段などの提案が効果
的であろう。庭の計画はプライバシーに十分配慮し、オープンな外構スタイルは避けるべき
である。また、営業担当者には、家族にとって「統計的多数」であることや、「一般的」で
あることを証明するツールが与えられるべきであろう。
次に、「②」である。この所有形態においては、消費に対して慎重であり、新しいものに

安易に飛びつかないライフスタイルである。コミュニケーションは内向的であり、家族の認
識は合理的である。こうしたライフスタイルに対して提案されるべき住宅計画は、仕上げや
設備などは、かかるコストが削減されるべきである。天井を作らない、仕上げを合板のみで
行う、システムキッチンを使用せずに大工工事でキッチンを作成するなどの、コストの削減
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があらたな付加価値を生むような選択がなされるべきであろう。平面計画においては、ゆる
やかに個室を区切るようなプランによって合理的で内向的な家族コミュニケーションを実現
するだろう。また、料理に家族が積極的に参加できるようなキッチンの計画も有効と思われ
る。庭の計画は、オープンなものを避け、中庭を導入するなどの工夫が有効であると思われ
る。また、営業担当者にはこうしたプランや計画が家族にとって合理性を持つことを証明す
るツールが与えられるべきであろう。
次に、「③」である。この所有形態における重要なキーワードは「自己表現」である。コ

ミュニケーションは外向的であり、家族の認識は合理的である。この所有形態において、住
宅は自己表現の手段となる。よって、できるだけ、仕上げやカラーコーディネート等、多く
の計画項目で自由度の高い選択肢が用意されるべきであろう。コミュニケーションが外向的
であるため、来客に備えた設備等の提案も行われるべきであろう。また、主婦に限らず家族
が家事に参加することを望む傾向にあることを考えると、例えばアイランド型のキッチンに
よって、日常の家事も来客が多いときも空間演出の道具となるような計画が重要であろう。
近隣との関係を重視する傾向にあるため、庭はオープンな形態が好まれ、北側に斜線制限が
なかったとしても配慮を行うなどの工夫が有効であると思われる。営業担当者には、あくま
で顧客が選び、表現をするための手助けを惜しみなく行う事が重要であろう。
最後に「④」である。この所有形態においては、知識は豊富であるが、近所付き合いが苦
手であり、コミュニケーションは外向的であり、家族の認識は形式的である。このようなラ
イフスタイルに対しては、プランはオーソドックスでありつつ、設備や家具、素材などにネ
ームバリューのあるものを提案するべきであろう。有名家具メーカーとのタイアップなども
有効であろう。また、友人等を招く機会が多いため、もてなすためのバーカウンターなどの
設備機器が備えられるべきであろう。しかし、友人ではなく、近隣に対しては積極的なコミ
ュニケーションを避けるため、隣接地とのプライバシーを守りつつ、友人をもてなすことの
できる、広いウッドデッキを備えたような庭の計画が有効であろうと思われる。営業担当者
には、様々な商品分野におけるブランドの知識が要求されるであろう。

4.まとめ

ここまで、自動車の所有形態による分類と、それぞれのライフスタイルを見てきた。「②」
「③」「④」はいずれも自動車を１台所有する形態であるが、これらは比例的な変化を見せる
のではなく、「コミュニケーションの方向性」と「家族の認識」の２軸によって形成される
平面に分布する結果となった。
それぞれに提案されるべき住宅は、決して「高所得者」「低所得者」といった基本属性の

特徴だけでは描かれないものであり、ライフスタイルを映し出すものとしての自動車所有形
態分類の有効性を示している。
販売現場に来場した顧客の自動車排気量を見て、顧客の事前情報を得る、といった営業手
法への応用が即座に有効なわけではない。 企画段階の現場において、周辺における自動車
所有形態のトレンドを知る事が可能なのであれば、魅力的で高い付加価値を持った分譲住宅
計画の大きなヒントとなるであろう。

以上
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